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1.はじめに 
様々なディジタル･ドキュメントを構造化して XML 文書

データベースで管理することにより、文書構造に基づい

た検索、閲覧、版管理、セキュリティー管理、自動組

版・印刷など様々な応用が可能となったため、文書運用

のコストを大幅に削減することが可能となっている。こ

のため、既存の文書を自動的に構造化してタグ付き文書

を自動生成する技術へのニーズが高まっており、これま

でにいくつかの研究成果が得られている[1-4]。これらの

研究では、入力文書が何らかの構造を有していることを

前提とすると共に、構造が簡単な文書を複雑な文書に変

換することが困難であるという制約があった。現状では、

構造を持たないプレーンテキストや最小限の文書構造し

か持たない HTML 文書を変換対象とする場合には、文書変

換前に手作業によるタグ付けが必要とされている。本論

文ではこのような問題点を解決することを目的として、

プレーンテキスト、XHTML 文書、XML 文書を既存の応用規

格に基づいた XML 文書に自動変換する新しい文書変換シ

ステムを提案する。 
2.XML 文書変換システムの構成 
 本論文で提案する XML 文書変換システムを図 1 に示す。
本システムは、予め定義されている「表層表現抽出のた

めの知識辞書」と「文書構造化のための規則」を用いる

ことにより、プレーンテキスト、XHTML 文書、XML 文書な

どの入力文書を文書型定義に基づいた XML 文書 (以後、

ターゲット XML 文書と呼ぶ)に自動変換するものである。 
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図 1：XML 文書変換システムの概要 

まず入力文書解析において、システムに入力された

XML(XHTML)文書を XML パーサにより DOM ツリーに変換す

る。プレーンテキストが与えられた場合には、前処理と

して XML 宣言などの付与を行なうものとする。次に、表

層表現抽出により、DOM ツリーからテキストノードを収

集すると共に、知識辞書を用いてテキストノードから文

書構造化の手掛かりとなるキーワードを抽出する。これ

を表層表現抽出結果と呼ぶ。そして構造詳細化処理にお

いて、表層表現抽出結果に対して構造詳細化規則を順次

適用することによりボトムアップに文書構造の複雑化を

行なう。整合性獲得処理では、詳細化された DOM ツリー

に対して整合性獲得規則を適用することにより、文書型

定義に基づいた DOM ツリーを生成する。最後に、文書出

力処理で XML パーサを用いて DOM ツリーを XML 文書に変

換する。 
3.XML 文書変換アルゴリズム 
 次に本システムの各処理(a)～(c)の詳細を述べる。 

(a)表層表現抽出 

 まず、入力文書中の表層表現(キーワード)を抽出し、

タグを付与する。例えば、医薬品添付文書の場合では、"

効能・効果"や"副作用"などの定型的な表現や、"2003 年

8 月改訂"、"pH:7"などの表現を正規表現により抽出する

と共に、図 2 に示すように"株式会社"と行頭や行末を手

掛かりにして会社名を抽出するなどの手段を用いて、入

力文書中から特徴的な表層表現の抽出を行い構造を付与

する。 

図 2：表層表現に対する構造化例 

(b)構造詳細化 

 次に、表現抽出結果や事前に付与されている構造を手

掛かりとして駆動する構造詳細化の変換ルールにより、

XML 文書の性質を保持しながら構造の詳細化を行なう。

前段で付与された構造情報とその隣接構造を条件として、

タグ名の変更や要素の移動といった基本的な操作の他、

入力文書に存在しない新規の要素や構造の挿入、入力文

書中に繰り返して出現する類似構造の範囲を自動判断し

てのタグ掛け、変換前後の構造をテンプレート(見本)と

して与えることによる変換など各種の詳細化を行なう。

テンプレート変換では入力文書中の指定箇所を変数で置

換可能な他、カウンタ変数の利用による箇条書き番号の

自動挿入等が可能である。図 3 は箇条書きを想定するあ

る部分構造 (block-para)に対し、テンプレートとして新

たな要素名(item)やラベル名、箇条書き番号要素などを

見本構造として準備しておき、該当する構造が入力文書

中に出現した場合に、詳細化を行なった例である。   
†(株)東芝研究開発センター 
知識メディアラボラトリー 
 

<variablelabel>東芝ソリューション<kabu>株式会社</kabu>東京都
港区芝浦1-1-1(東芝ビルディング)</variablelabel>

<variablelabel><company>東芝ソリューション<kabu>株式会社
</kabu></company>東京都港区芝浦1-1-1(東芝ビルディング)
</variablelabel>
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図 3：構造の詳細化例 

(c)構造整合性獲得 

 前段までの処理で得た中間出力文書に対し、最終的に

目標文書構造が持つべき制約を充足するために、部分構

造の削除や部分構造の並び替えを行い、整合性の獲得

（不整合の解消）処理を行なう。その結果、出力文書と

して目標文書構造の出現制約を満たす文書を得る。 
4.XML 文書変換事例 
図 4 および図 5 に特許公報を目標文書にした場合の変

換例を示す。まず図 4 は入力文書であるプレーンテキス

トから、事前に定義されている表層表現(キーワード)を

抽出し構造の付与を行なった結果である。ここでは前処

理として XML 宣言を付与する他、文書全体を<root>タグ

で囲む、各行を<p>で囲むといった処理も施されている。 

図 4：表層表現抽出結果例  

次に、この抽出結果を手掛かりとして構造の詳細化を

行なう。図 5に詳細化結果と出力文書例を示す。 

図 5：構造詳細化・整合性獲得例 

詳細化処理によって目的の文書構造に対応する要素名

付与の他、新規に出現する部分構造や要素の埋め込みな

どが行なわれる。その結果を受け、最後に整合性獲得処

理が行なわれる。不要なタグや構造の削除処理などを経

て、最終的に出力文書を得る。 
5.実験 
 本システムを用いた変換精度の測定結果を表 1 に示す。
表には対象文書規模を表す尺度として、各文書を変換す

るのに必要なルール数、人手作成した正解文書中に含ま

れるタグ種別数、正解例文書に出現するタグ数も併記し

た。対象とした入力文書は紙文書からの OCR 出力結果で

ある事務規定文書 8 ページ相当と医薬品添付文書 23 文書、

およびプレーンテキストで記述された特許公報文書 5 件

の平均値である。ここでの OCR の出力結果とは[5]に述べ

られている XTHML 形式であり、これには箇条書き構造や

章構造などの簡単な構造が付与されている。タグ付け率

は、正解文書例中の全タグ数から、入力文書のみでは構

造化に必要な情報が無いなどの理由で本システムでは原

理的に変換が不可能なものを除外したタグ数を、実際の

出力結果で正しく付与されたタグ数で割ったものである。 

また評価作業の一環(参考)として、医薬品添付文書 3

ページ相当に対する変換作業時間の測定を行なった。こ

れは紙文書から OCR によって解析した結果を本 XML 文書

変換システムにより変換した全作業工程である。また手

作業による変換も実施し、変換効率の比較を行なった。

その結果、手作業で 242 分を要した変換作業が、本シス

テムを利用した場合には 60 分で完了した。 

445.3612.7165正解例文書タグ数

91.384.294.1タグ付け率

11636936タグ種別数

10713149変換ルール数

特実公報医薬品添付文書事務規定文書文書種別

 
表 1：評価対象・評価結果 

6.まとめ 
 本論文では、表層表現の抽出と文書構造解析機能を有
する新しい XML 文書変換システムを提案した。その結果、

従来手作業で行なわれていた XML 文書の変換工程を自動

化することが可能となり、従来の 1/4 の時間で既存の応

用規格に基づいた XML 文書を生成することが可能となっ

た。 
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繰り返し構造に対する変換テンプレート(見本)の適用
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>
<jp-official-gazette kind-of-jp="A" kind-of-st16="A" lang="ja" dtd-
version="1.0" country="JP" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">- <publication-
reference>
<country>日本国特許庁（ＪＰ）</country>
<kind>公開特許公報（Ａ）</kind>
<doc-number>特開２００２-１０８８４７（Ｐ２００２-１０８８４７Ａ）
</doc-number>
<date>平成１４年４月１２日（２００２．４．１２）</date>
</publication-reference>
<classification-ipc>
<main-clsf>G06F17/21546</main-clsf>
<further-clsf>G06F17/21530</further-clsf>
<additional-info>G06F17/21536</additional-info>
<additional-info>G06T7/40100</additional-info>
<additional-info>G06T7/42120</additional-info>
</classification-ipc>-
<classification-national>
<main-clsf>G06F17/21546Z</main-clsf>
<further-clsf>G06F17/21546A</further-clsf>
<additional-info>G06F17/21546A</additional-info>
<additional-info>G06T7/40100C</additional-info>
<additional-info>G06T7/42120A</additional-info>
</classification-national>
<request-for-examination>未請求</request-for-examination>
<number-of-claims>１８</number-of-claims>
<jp:filing-form>ＯＬ</jp:filing-form>
<jp:total_pages>１６</jp:total_pages>
<application-reference>
<document-number>特願２０００-２９６８３２（Ｐ２０００-２９６８３２）
</document-number>
<date>平成１２年９月２８日（２０００．９．２８）</date>
</application-reference>
<applicant>
<registered-number>０００００３０７８</registered-number>
<name>株式会社東芝</name>
<address>東京都港区芝浦一丁目１番１号</address>
</applicant>
<inventors><name>○○○○</name><address>神奈川県川崎市幸区小向東
芝町１番地株式会社東芝研究開発センター内</address>
<name>□□ □□</name><address>神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地
株式会社東芝研究開発センター内</address></inventors>
<agent><registered-number>１０００５８４７９</registered-number>
<attorny />

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<jp-official-gazette country="JP" dtd-version="1.0" kind-of-jp="A" kind-of-
st16="A" lang="ja" xmlns:jp="http://www.jpo.go.jp">
<publication-reference>
<country><_country>【発行国】< / _ country>日本国特許庁（ＪＰ）
</country>
<kind><_kind>【公報種別】</_kind>公開特許公報（Ａ）</kind>
<doc-number><_number>【公開番号】</_number> 
特開２００２-１０８８４７（Ｐ２００２-１０８８４７Ａ）</doc-number>
<date><_pub_date>【公開日】</_pub_date> 平成１４年４月１２日（２０
０２．４．１２） </date>
</publication-reference>
<_IPC><_ipc>【国際特許分類第７版】</_ipc></_IPC>
<p>G06F 17/21 546</p><p>530</p><p>536</p><p>G06T 7/40 100</p> 
<p>G06T 7/42 120</p> 
<_FIPARENT>
<_FI>【ＦＩ】</_FI> 
</_FIPARENT>
<p>G06F 17/21 546 Z</p><p>530 A</p><p>536 A</p><p>G06T 7/40 100 
C</p><p>G06T 7/42 120 A</p> 
<request-for-examination>
<_req_for_exam>【審査請求】< / _ req_for_exam>未請求< / request-for-
examination>
<number-of-claims><_number-of-claims>【請求項の数】</_number-of-
claims> １８</number-of-claims>
<jp:filing-form><_filing-form>【出願形態】</_filing-form>ＯＬ</jp:filing-
form>
<jp:total_pages><_total_pages>【 全 頁 数 】 < / _ total_pages> １６
</jp:total_pages>
<application-reference>
<document-number><_app_docnum>【出願番号】</_app_docnum> 
特願２０００-２９６８３２（Ｐ２０００-２９６８３２）</document-
number>
<date><_appl_date>【出願日】</_appl_date> 平成１２年９月２８日（２
０００．９．２８） </date>
</application-reference>
<applicant><_applicant>【出願人】</_applicant> 
<registered-number><_registered-number>【識別番号】</ _ registered-
number> ０００００３０７８</registered-number>
<name><_name_>【氏名又は名称】</_name_>株式会社東芝</name>
<address><_address_>【住所又は居所】</_address_> 東京都港区芝浦一丁
目１番１号 < / address></applicant><registered-number><_registered-
number>【識別番号】</_registered-number> ０００００３０７８
</registered-number>
<name><_name_>【氏名又は名称】</_name_> 株式会社東芝</name>
<address><_address_>【住所又は居所】</_address_> 
東京都港区芝浦一丁目１番１号</address></applicant>

(b)構造詳細化結果

出力文書

(c) 整合性獲得結果
＝

【発行国】日本国特許庁（ＪＰ）
【公報種別】公開特許公報（Ａ）
【公開番号】特開２００２－１０８８４７（Ｐ２００２－１０８８
４７Ａ）
【公開日】平成１４年４月１２日（２００２．４．１２）
【国際特許分類第７版】

G06F 17/21    546          
530          
536          

G06T  7/40    100          
G06T  7/42    120          
【ＦＩ】

G06F 17/21    546 Z        
530 A        
536 A        

G06T  7/40    100 C         
G06T  7/42    120 A         
【審査請求】未請求
【請求項の数】１８
【出願形態】ＯＬ
【全頁数】１６
【出願番号】特願２０００－２９６８３２（Ｐ２０００－２９６８
３２）
【出願日】平成１２年９月２８日（２０００．９．２８）
【出願人】
【識別番号】０００００３０７８
【氏名又は名称】株式会社東芝
【住所又は居所】東京都港区芝浦一丁目１番１号
【発明者】
【氏名】○○○○
【住所又は居所】神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地 株式会社東
芝研究開発センター内
【発明者】
【氏名】□□ □□
【住所又は居所】神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地 株式会社東
芝研究開発センター内
【代理人】
【識別番号】１０００５８４７９
【弁理士】

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>
<root><p><country><_country>【発行国】</_country>日本国特許庁（ＪＰ）
</country></p><p>
<kind><_kind>【公報種別】</_kind>公開特許公報（Ａ）</kind></p>
<p><doc-number><_number>【公開番号】</_number>特開２００２-１０
８８４７（Ｐ２００２-１０８８４７Ａ）</doc-number></p>
<p><date><_pub_date>【公開日】</_pub_date> 平成１４年４月１２日（２
００２．４．１２） </date></p>
<p><_ipc>【国際特許分類第７版】</_ipc></p>
<p>G06F 17/21 546</p><p>530</p><p>536</p><p>G06T 7/40 
100</p><p>G06T 7/42 120</p>
<p><_FI>【ＦＩ】</_FI> </p>
<p>G06F 17/21 546 Z</p><p>530 A</p><p>536 A</p><p>G06T 7/40 100 
C</p><p>G06T 7/42 120 A</p>
<p><_req_for_exam>【審査請求】</_req_for_exam> 未請求 </p>
<p><_number-of-claims>【請求項の数】</_number-of-claims> １８ </p>
<p><_filing-form>【出願形態】</_filing-form> ＯＬ </p>
<p><_total_pages>【全頁数】</_total_pages> １６ </p>
<p><document-number><_app_docnum>【出願番号】</_app_docnum> 特
願２０００ -２９６８３２（Ｐ２０００ -２９６８３２） </document-
number></p>
<p><date><_appl_date>【出願日】</_appl_date> 平成１２年９月２８日
（２０００．９．２８） </date> </p>
<p><_applicant>【出願人】</_applicant> </p>
<p><registered-number><_registered-number>【識別番号】</_registered-
number> ０００００３０７８ </registered-number></p>
<p><name><_name_>【 氏 名 又 は 名 称 】 < / _ name_> 株 式 会 社 東
芝 </name></p>
<p><address><_address_>【住所又は居所】</_address_> 東京都港区芝浦
一丁目１番１号 </address></p>
<p><_inventor>【発明者】</_inventor> </p>
<p><name> <_name>【氏名】</_name>○○○○ </name> </p>
<p><address> <_address_>【住所又は居所】</_address_> 神奈川県川崎市
幸区小向東芝町１番地株式会社東芝研究開発センター内 </address></p>
<p><_inventor>【発明者】</_inventor> </p>
<p><name> <_name>【氏名】</_name>□□ □□ </name></p>
<p><address> <_address_>【住所又は居所】</_address_>神奈川県川崎市
幸区小向東芝町１番地株式会社東芝研究開発センター内</address></p>
<p><_agent>【代理人】</_agent></p>
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